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沖 縄 伝 統 民謡 の コ ンテ ス トで 最 優

秀 賞 に輝 い た 池 田 さん
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１８
歳
以
下
の
若
者
が
沖
縄
の
伝
統
民
謡
の
技
量
を
競
う

「第
５
回
Ｕ

１
１８
島
唄
者
コ
ン
テ
ス
ト
」

（沖
縄
県
文
化
協
会
主
催
）
で
、
岡
山
学

芸
館
清
秀
中

（岡
山
市
東
区
西
大
寺
上
）
の
３
年
池
田
陽
生
さ
ん
（１５
）

が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
同
県
在
住
者
以
外
で
は
初
と
な
る
快
挙
。
池

田
さ
ん
は

「
沖
縄
の
民
謡
を
岡
山
で
も
広
め
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。

（小
川
耕
平
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
１４
～
１８
歳
の
１５

人
が
出
場
し
、
三
線
演
奏
と
唄
に
加
え
、

沖
縄
方
言
で
の
ス
ピ
ー
チ
在
披
露
し

た
。池

田
さ
ん
は
、
八
重
山
民
謡
の
代
表

的
な
叙
情
歌

「
と
う
ば
ら
―
ま
」
を
演

奏
。

「
八
重
山
地
方
の
雄
大
な
景
色
が

思
い
浮
か
ぶ
よ
う
心
掛
け
た
」
と
振
り

返
る
よ
う
に
、
ゆ

っ
た
り
と
二
線
を
弾

き
な
が
ら
伸
び
や
か
に
歌

っ
た
。

ス
ピ

ー
チ
で
は
八
重
山
の
方
言
で
自
己
紹

介
。
審
査
員
５
人
全
員
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
最
優
秀
賞

（■
人
）
に
選
ば

れ
た
。

審
査
員
長
も
務
め
た
大
工
さ
ん
は

「声
量
、
音
程
、
方
言
な
ど
、
ど
の
要

素
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
。
沖
縄
の
民
謡
を
岡

山
に
発
信
す
る
懸
け
橋
に
な

っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
期
待
。
池
田
さ
ん
は
、
■
９

４
７
年
か
ら
石
垣
島
で
続
く
最
高
峰
の

民
謡
大
会

「
と
ぅ
ば
ら
―
ま
大
会
」
（９

月
）
の
出
場
を
目
指
し
て
お
り
、

「将

来
は
八
重
山
民
謡
の
歌
手
に
な
り
た

い
」
と
語
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子
は
、
動
画
投
稿

サ
イ
ト

・
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
の
沖
縄
県
文

化
協
会
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き

る
。

地
元
在
住
以
外
で
初

沖
縄
県
南
西
諸
島
に
伝
わ
る

「
八

重
山
民
謡
」
が
趣
味
だ

っ
た
父
親
の

影
響
で
、
小
学
５
年
生
か
ら
唄
と
一
一ん

線
を
習
い
始
め
た
。
同
県
に
拠
点
を

置
く
民
謡
教
室

「大
哲
会
」
の
岡
山

支
部
で
の
練
習
や
、
同
校
の
琉
球
三

味
線
部
の
活
動
な
ど
で
腕
を
磨
い
て

き
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
は
、
大
哲
会

代
表
者
で
同
県
無
形
文
化
財
保
持
者
の

大
工
哲
弘
さ
ん
（７３
）
＝
那
覇
市
＝
か
ら

助
言
を
受
け
た
り
、
民
謡
の
Ｃ
Ｄ
を
繰

り
返
し
聞
い
た
り
し
て
、
特
有
の
歌
い

回
し
を
特
訓
。
２
月
上
旬
に
同
県
で
あ

′ 定 書 十


